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会議名 第２回大甕・太田地区学校適正化検討協議会 

日時 令和７年１２月２３日（火）１８：３０～２０：００ 

場所 大甕生涯学習センター 研修室 

参加者（庁内） 教育長、教育委員会事務局長ほか 

参加者（庁外） 大甕・太田地区学校適正化検討協議会委員及びオブザーバー １０名 

 

【説明事項】 

（１）第１回検討協議会の振り返り 資料１－１、２ 

   第１回の会議の総括や、質疑応答や出された意見について説明。 

①主要な意見 

  人間関係の多様性の例として、市内に外国の方が地域に居住している。そういう人との交流や

教育を学校の中に取り入れてもらえると良いと思う。 

 ②質疑応答 

No 委員からの意見 事務局からの回答 

1 

資料にある幼小接続とはなにか。 義務教育学校の場所は原三中を想定しており、 

一つの案として原三中の場所に大甕幼稚園をつ 

くり、連携を取るといった話が前回あったた 

め、そのような表現にしている。 

 

 ③決定事項・今後の対応など 

  特になし。 

 

【協議事項】 

（１）現状の教育環境の良さ（メリット）と課題（デメリット）について 資料２ 

   現在の大甕・太田地区の教育環境の特色・魅力を再認識するため意見交換。 

No 目指すべき子どもの姿 メリット デメリット 方策 

1 

〇得意を伸ばす 〇得意を伸ばすにあた 

って、少人数のため 

先生の目も届きやす 

く様子を把握しやす 

い 

〇都市部と比べて経験 

できることが少ない 

〇高度な分野に関して 

学校内だけでは限界 

がある 

〇少人数であるからこ 

そ、体験させてくれ 

る企業が多いと思う 

ので、そこを活発に 

行っていく 

2 

〇異学年を通しての成長 〇他校にはない環境 〇スタートしてから馴 

染むまでに時間を要 

するのではないか 

〇異学年同士が交流す 

るイベント 

3 

〇文武両道 ○人を呼び込むための 

外部へのアピール 

ポイントになる 

〇教育環境の整備が 

難しい 

〇外部講師の活用 
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No 目指すべき子どもの姿 メリット デメリット 方策 

4 

〇南相馬や太田大甕に 

愛着を持ち、郷土に 

誇りを持てる 

〇農業体験、野馬追へ 

の参加 

〇他地域に目を向ける 

のもいい機会になる 

のでは 

〇地域企業との交流、 

友好都市など他地域 

の同年代の子どもた 

ちとの交流 

5 

〇協調性・多様性を育 

 む 

〇学年の縦の交流が生 

まれやすくなる 

〇そもそもの人数が少 

ないため多様な意見 

が集まるのか 

○外部からの刺激が少

ない 

〇グループ活動 

6 

〇地域を愛する、誇り 

を持つ 

〇地域資源の豊富さ、 

地域のお店に訪問 

〇発信力の弱さ、地域 

との交流のアピール 

が少ない 

○地域企業等と連携し 

て情報発信する 

7 

〇基礎体力の充実 

現状：体力がなく 

４５分間座っていら 

れない、福島県の肥 

満率の高さ 

〇身体的な健康が心の 

健康につながる 

〇運動の機会減少 〇クラブ活動・部活動 

に小 6にあたる子も 

参加できるようにす 

る 

8 

〇学校という垣根にと 

らわれずに仲良くい 

られる 

〇大甕小、太田小、原 

三中の物理的距離の 

近さ 

〇一つにコミュニティ

が固まってしまうと

そこに固執してしま

うのでは 

〇学校だけでなく地域 

全体での活動を増や 

していく 

9 

〇基礎学力の向上、特 

に国語力・読解力の 

向上 

〇勉強や交友関係、人 

付き合いなど、なん 

でも読解力が必要に 

なってくる。国語力 

が向上すれば自ずと

相手を思いやる力 

や想像力も身につく 

〇規模の大きい学校に 

比べて経験が不足し 

がちになる 

〇読書習慣を身につけ 

る、読書タイムの実 

施 

10 

〇基礎学力・体力を身 

につける 

〇一人一人に対する細 

やかな教育活動がで 

きている 

〇体育、委員会、クラ 

ブ活動が限定的 

〇小規模校のよさをい 

かす 

11 

〇思いやりを持ち子ど 

も同士で成長し合う 

〇子ども同士、子ども 

と先生の関係がしっ 

かり気づけている 

〇複式学級などで先生 

の負担が増えること 

で子どもたちにも影 

響が出るのでは 

〇子ども不足の根本的 

課題を解消するため 

幼保小の連携を実現 

する 
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③決定事項・今後の対応など 

  出された意見を整理した上で、今後より良くするにはどうしたら良いのか、という点を、次回

以降に協議。 

 

（２）大甕・太田地区の教育環境の特色と魅力について 資料３ 

現在の大甕・太田地区の教育環境の特色・魅力を再認識するため意見交換。 

①主要な意見 

 〇伝統文化を継承している点、農業体験、少人数教育 

 〇野馬追、少人数教育による縦のつながり、太田地区運動会などでの地域の人たちとの結びつ

き、田んぼのある景色 

 〇農業体験、地域の運動会、マンツーマン指導、田舎ならではの自然とのふれあい 

 〇地域住民との交流活動、（子どもたちの企画した地域活動ができれば） 

 〇さつまいもの苗植えやさつまいも掘り体験、大甕芸能文化祭 

 〇馬との距離が近い点、ロボテス、（防災意識の向上） 

 〇行政区単位でのイベントが多い、農業体験 

 〇田植え稲刈り餅つきまでの一連の農業体験ができる 

②質疑応答 

   特になし。 

  ③決定事項・今後の対応など 

   出された意見については、整理した上で、今後の適正化について検討する上での参考とする。 

 

（３）大甕・太田地区保護者懇談会の日程（意向調査）ついて 資料４ 

２月に開催予定の保護者懇談会の関心を高めるため、また、参加者を増やすために対象保護者

への事前意向調査を行うことについて事務局から説明 

①主要な意見 

   特になし。 

  ②質疑応答 

   特になし。 

③決定事項・今後の対応など 

   意向調査については、事務局案のとおり進めることとする。 

 

【次回会議の予定】 

令和８年１月１４日（水）開催予定。 

 

 


